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魔の年間平均とでもいうべきものである。これらから河  

川利鞘率を凛める鰍沖項目はi糾産にはでてこない。撃別  

にみると冬季は大日謂櫻である水Ⅲ用水の取水がをい。  

この間，河川にダムや他種利水がなければ自流詔利用き  

れないまま溢へ出てしまう。ダムがなければ登肇潤吠降  

桐による鋸翻仁曽も同じことで海へ流出する。  

もっともわが酢こおいてダムが築造されていをい大河  

川ほもはや数少ない。ダムは河川の飽水期や河川からの  

取水放が少ない時期にその【きi流親を貯水し渇水期に憫え  

るものである。このように現在の河川利水は渇水期と磯  

水肌剛く期と貯水期といった獅】の水文変動，霹櫻変  

動を内在しているものであるな   

＊′ト論ではこれらの変動嬰寮を河川榔拍率の中に織り  

込むために1年瀾匪両川鉦級数と増水瀾漆守雄川ほして  

絡埋・穐紺したものである。対象は愛知県に受豪産地をも  

つ〟八一級河川欠作川にとったじ  

Ⅰ．矢作川水系の利水現況  

矢作川水系力巧耶擁するこ盲三要な駿粟用水は妻ト】lの如  

くである。上流部からみて；ゆくと綬下汁j水ほ矢作川本川  

根押）洪植七灘止劇滴が浸触されで牒た谷底ず灘∴ほ媚  

平野をかんがいしている。  

明治梢水は同守く衆溝川＊川お鐸に展開すか洪碩唐地  

中伎而とその漁糾と氾濫平野をかんがいするものである。  

矢作川水はその北部明瀦が矢作川上漁郡の山i王墓俗威平野  

部釘，南部幹線が矢作川下流部にある丘陵地灘透かんが  

いする。  

クモ糾】極刑から鋸妾」附くを行なうのは現在」二紀の3用  

水のみであり，矢作川申渓ほl県磯儲する晰台頭首エより  

＊ 下流の＊川に塀水施設は存在しなしゝ。  
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Ⅳ．河川利用率の聞題兼  

は じ め 篭こ   

河川利用率は刑一般に次式で計算されている。  

招瀾魔椒れ釦  ％  
（河川利用率）ニ   

％ 
（河川利用率）ニ   

×100 …毛1き  

×100 …璽1享′   

（年間総龍山養と）  

（開発水盛）  

（期那笠流出慮聖）  

前者は年間総流出蜃のうら何％が（者達‘竃以外の）利水  

のために河川からユ採水されたかをみる相棒である。綾者  

は河川における閲孝還流ま漁のために必要なダム貯水過と対  

応させて，ダム洛造を基調とした水資抑開萎蓬効率の鞘当三を  

論じるのに用いられる。  

河川利用率が商いことば湖水面からみれば河川水を有  
＊  

効に利用していることになる。従って河川利用率を霹め  

ることが利水槻の要求となる∂   

ところで（1），fl）′式はiヨ々変動する河川針鼠数，取水  

＊兼親・当三態糸等の河川環境については別の．線溝がある  

かもしjlない。  

昭和55年6声ヨ30日 ・受埋  ＊絡取掛首：1二があったが撤去された。   
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衷欄1 矢作川水系の主欝な虚業用水川糾i】54年現在）  

股大取水魔  備  考  河」l【 妾 ユ保水施設  Jん1ヨ   水  

859加∫ … エ保水エは百jニjダ1ムに併言放  岩倉増水工  

越 戸 ダ ム  

矢作北部用水  

トヒ ト 川 小  

叩i治相 水  

矢作南部用水  

矢作川用水  

矢 作川  

巴  川  

乙  川  

廉 乗用  

矢作古川  

発魔欄水j洛より分水  

右岸塀水  

‡紳紬周り順惜工を経由  
明治頭眉J  

紺＝‖頸＝首ユ  

乙メIl鯛着工  

成 東 堰  

欠作川周水  

周 

一J   

労組県岡崎腱地開発事孜所「架作川水系利水総合管用朋ほ摘打  昭利54年から作成  

枝下用水受益面轍は枝‾ド用水土j・離乳良区の昭利53年度劉申こよる   

架作川中流部から下流部にかけての沖轍也は矢作川用  
＊＊  

水（－姜終業乱 国営矢作川第2農業水利離乳 葦捌i】5拍三3  

メヨ完工）がかんがいしている。矢作川用水の水源は衷仲  

川＊川になくその左交川巴川・乙川と哀丁安川でありかつ  

明治用水・受益地l茎の排水河川でもある鹿東川に求められ  

ているr3  

ド流郎左岸の吉上狛ん】＝葉水一古川用水地区は矢作川の分  

流である免作古川から増水するさ囲矢作酬トは如乍＊  

川上流でユ附くされた残流兇と伏流水の血・郎が流れ込むの  

さ∫ちに矢作jlは鐸♂）衷作川用＊償排水もこれに加わる。  

すなわち広域的な反復利翔がなく矢作川＊川のみを水源  

とするのは中流のl鞘鋸羽水までである持   

欠桝l…では農業用水の他にと水道，】二業用水の昭水が  

なされている。iこ水・二i二水の導水路ほ矢作北部用水・南  

部周水の糾規祁竜給と棚虫網水・枝下用水の毒億言祝女帽とを  

併せ閤営矢作川総合脳髄頑澱博ほほして施工さわてし、る。  

川甘和56年完‾ア見込）  

嘉一2 矢作川王翻保水方齢貨と各種利水の放火j保水まj麦  

敢大胆水嵐＋妄有劇貯水ま一隻  備  考  一  

矢作 ダム≡A・P・U・F ∃  

＝ダムA■…）  
阿摺ダム套＋p  

nず′与650 

……‡………≡…董芸冒喜 
7．19 （A．1」）  

27．83  （P）  

40．00  （P）  

8．69  （A）  

62．32  （l））  

A：1．32汀柄  U：5．87rr〝s  

越 戸 ダ ム  
右岸30．On〝s  
左樺 6．9311〝s  

‥‥・ 
．  42．18  そA．拭＝   0  明記＝偵凝  

刷…酬州側酬⊥洲血仙血   

A：農水、P：発機、U：都市用水、ド：高水綱灘  

簡略路地開発事務所イ衷作川水系捌く総合鞘蠣鮮ギ菱ぎ」酬ほむ年  

中部魔力パンフレット：矢作川水系の給竃所、越戸発魔所  

明治用水土地改良区：明拍用水もパンフレット＝‡綱ノ】4鋼ミ  

ゆ動機け〕‖執顆制蘭所鷺料  

より作成   

＊＊＊宵flトの獅嘉．－狛1は規森々凍摘蟻餅如か急く自然分  

流である。もっとも＊≠岡焼は叫障吊津川二iニ紗をj濱き上  

げて古川への分流を促す㈲瀧場が築かれるむ戯灘灘棚状  

たぎ）でもあるがのり，蔓軽食隻ダ）漁業用永からの黎求が室で  

あ㌫仁逆に詣刺峰甘1r川に築i遷されている′日録傾が溶剤  

への分流妄iとを200mソsとする通水l酢而で施エきかている。   

＊＊クモ作川】本川下流でi汽水Lていた狛上所の井履・椴水  

碩登藩咤けlして折らたに安川の巴川に水ポJ；室を求めたもの  
である 
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ダムj枇‡．もでの利水収支式  

（ダム流人紀〉 伸一（ダム査摘軋駄）㌫芯（ダム貯留乳化榔  

jこ水は愛知県‡呵÷河水道周ホ灘蘭灘魔としで鰹‾鋸有や  

良好尾市等へ送ちれる。肌一方，工水は愛知膳所三河工業用  

水道尋を業として名i机鉛執帥寵溢工業地瀾，衣ラi‡封潟紋［莱  

地帯へ送られる。   

表…2に各級細水紺取水施設と戯大根水成をホす。表  

一中，対日評軋水UとkLh射通と二i二粟用水を加えたものであ  

㌫い猟時点で」こ・工水の導水路はばぼ完成しているが塀  

水は放火烏鷺には透していなし、。  

喪－2からも分かるように矢作川の利水には写を’責旨が入っ  

ている′ユタ離琵は用水を消礫せずに渾び河川に放流するので  

賽際の塀水憶は憩い。但し貯水には大きな影響を与・える1  

これらの上・工水，写さ魔の取水，放水施溺・もすべて明治  
＊＊＊＊  

頭首工よりも上流に青森する。   

以上の勾綿窄を踏まえて明治頭工一瓢触点における欠灘川  

＊川の河川剛†∃率を冥盲磯し農業水利との対応を考察して  

みる。  

1－  0竜  

王操水地，－狛鉦鞘水収玄武  

∠j（l   

げム放流磁ト＝甥蘭儲からの自牒ほ鋸二心取水ぷ＝＋＝紆下級  

0】 ＋  l2  簑  ット 02  

両式からある期】～墓iでのj捌く地ノ錮）河川鉦流儀1は  

㈲＝打流一級トニ（宗一昌撼豊から）＋（讐う警護姦ら）  

l  王l  ＋ Ⅰ2  

慧（』q＋0】） ＋（i十02…01）  

㌫㌧dq＋i十02   

すなわちダムが行在する均合の河川鉦粗放はダム旧留変  

化まiとと増水乱 流ドj寺宝の粧㌣表わされる。   

ニのように河川自清適押用肝鋸封駄本だけで愴く貯留変  

化庶も考磯凄わ戊ペきである。す患わら貯留変宜瀾が正  

でありダム貯水脱がj習えることは取水地ノ烹カ、らみれば河  

川烏龍を無働㌫滴下させず渇水に備えるために貯水ご利  

用し－ぐいることである。逆にこの砥が鋸こなることは塀  

水駿に対七て両川l封隠駄が少なくこれを補うためのダム  

放流が行なわれていることである。す患わち脱水地点て  

抑組臆は＊来の自流の外にダム掬作による増減魔分が含  

まれている。   

ある期f肛ぐのJ操水．掛細≠川鉦碇巌の利用をみる怠らば  

ダム必需摘引離緩水地点流放から差L引かれねばならない「っ  

これが貯留変北瀾が負に怒る慈昧である。土一言亡く7）ことか  

らあふ期間で職水灘点からみたi11J川畑壷屋jたの利用キミを改  

めて河川別川率とすれば  

II州 河川の利水収支と河川利用率   

1．河川利用率の定義   

図山1によって河川の利水収支式をたてる。  

l－：ダム流入ち葦毛げム！成   

絆彿lけほ糾1吏き  

』q：ダムを星‘捏離む化場  

0，：ダム放流二ま盲た  

巧2：ダムか軋机施設間の硝   
ざ龍城からの流人ぎ）と（ダム．   
取水楓徽断碑和泊流、を経き  

！：ユ保水j迂  

02：昭水瓶設からの流下凝  

楢川抑‖鞘＝溜数十盟  

器 十 十 遜芋 …r2タ  

㍊（顆水率）＋弼爛憾化率）  
＊  

、アニノ∴：、  

図－1 河川の利水収支  

＊＊＊軋以上の各種利水の水源と登る穐ぶ■銘水．瓢節のた  

めの機能をもつ多ーヨ約束flげムが熱意され，昭和d6くi三枚  

から貯水を開始した。こjlらの利水一治水斬韮需凝凋㍑  

て“矢作川儲恰瀾膵摘摘㌢1いわれている（＞  

離乳勅軋甘や紆粗胤既 すをわち下流への河川流イ闇黒  

抑l愉ドラキミで表わされる。  

（河JI    i・・・ （河川旨一成堅妄と）     拍丁川鉦漁鋸  

（河川流下紋卜霊1血1河川利用率き  

つまり抑！成下率ほ河J＝利榊率♂）謳である。   
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式中年間貯留変化蕊の項が0となれば（2）式とミ1）式の年間  

河川利用率は山致する。後にみるように尋先回のダムでは  

年隅貯留変化鼠は0に近く年間総J錮く腰吏に較べて梅て小  

さい。従って河川利用率の年間平均値だけをみるならば  

貯留変化儀を鱒餞して淵底で代嚢させ得る。  

2．河川利用率の年間平均  

（1ラ式の河川利ケーヨ率は河川鉦乱数と増水腰の年間の総計  

を用いている。も2）式はある期間（例えば一三‡々，半句，旬  

等）についての兇を用いている。ほ）式を弓削ぎIl簾絆すれば  

雄武に近いものにをる。すなわち  

∑り採水盛夏）十∑  

∑（河川自流j警吏）  
Ⅲ．明治頭首工地点での矢作川の河川利用率  

卜 河川のモデル化   

明治醜首工地点までに存應する矢作川の取水施設闇‡慧l  
＊  

－2の如くである。（紀一符は牒い㍉1に従う）河川利用率  

の針罫のためにこれらをモデル化するがをデル化のポイ  

ントは孝吉電ダムを省略したことである。省略した各ダム  

についてその理由を述べる。  

l欠作第2ダム：矢作ダムの逆調掛也でありその意   

味では貯留変化威は大きい。しかし現在のところ貯   

嶺巨放流に関する資料が得られなかったので止むを  

滑ず省略した。   

暮t 笹戸ダム：貯水谷盛が少く，運嘱も琉兇が豊富な  

場合のみに限られているので省略した。   

摘‘宵月ダム：笹戸ダムと同じく貯水容儀が少い。そ  

のう馴涜は賽鮒柳こは河川流の流れ込みによってし－る。  

このダムから飽水・雛市桐水の婚漣がなされている。  

子為ってj採水腰たのみに関係し，貯留変化威は省略した。  

iv阿摺ダム：ピ岬グ発電用であり綾述のように河川別  

間率の針儲藩半句脚立にとるとその貯留兇の変化は  

平手緑化されるものと考えられる。ニれも翻ヨ各した。   

以上から貯留変化に関係するのは矢作ダム，越戸ダム  

に‡限った。  

川棚那融貯留変化虚空）  用瀾闇湖水盛夏〉  
（で錯葺王総鋸嘉己】駄）  ㈹瀾蘭月漁蹴  

2．河川利用率の計算  

明治鎖骨工地点での河川鉦龍嵐は図－2から次のよう  

03 に表わされる。   
（河川鉦取掛卜可，＋㌔＋ム斗Ⅰヰ  

しかし各流域から河川への流人羞ヒについての実測依はな  

○ム いαそこで各ダム牒首工地削）利水収支式から導くこ  

とにする。  

矢作ダム  Il血01＝ご』ql  

〔‖1ダム Ⅰど＋Ol血02豊i，   f・∴4服ニ0）  

矢作商都用水  
（矢作川用水）   

【雲卜2 クモ作jllの取水施設とそのモデル  
＊革をは三矢作ダム上流にす捌く式亭逢管区のためブヨ，ほ慄竃ダムを   

嵩上げした奥欠作ダムが施二l二中である舘   
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越戸ダム  ㍉＋玖rO3ニ』q。＋i。   

明治頭磯1ニ L＋03…04猥i。  

各々を変形して   

it＝』q．＋Ol  

I2＝－0‡1－02＋i2   

13＝』q。叫Oz＋0。」一芸。  

㌔ニ…0。＋0。＋i4  

これらの式の右辺はそれぞれのユ捌く施投管理所の紀録に  

よって得ることができる。故に   

（河川‡射光腰）1ニ∑1i  

：＝仁：り．－ト∴111トト（i：＋i，十ilトトい一  

である，血ぺ坑種水蓬斎吏・貯留変化蒐ほ   

（i保水兇）ニi2十i。1－i。  

（貯留変化義堂）㍊』q王1－』q。  

で与えられる。先に述べた河川利用率に代人すると  

に過ぎをも、。旬，過，月軍の期閥の】採りカについては残  

された裸足鍔である。  

記録は中部地方建言受f竃の「矢作ダム管理年鈍」と岡崎  

腺他聞発事務所の「欠作川利水総合管理瑠報」を便潤し  

た。年度ほ昭利49年から昭利53年の5ケ年である。  

3．河川利用率の考察   

区ト∴3へ8が明治猟首工地点での欠作川♂）河川利用率  

の半句変化である。‡讃－3は5ヶ年の平均である。これ  

には同化く5ケ年平均の樺戸裾鶉（安城）もつけた。   

図の見方であるが取水挙が100％を遇えるということ  

は鞘卓i頭首工からの取水も合せ頭首工地点までの全昭水  

魔が河川打流兇を遇えていることを示す。従ってこの場  

合はダムによる渇水補給の効果が出ていることでもある。  

貯留変化率はiEならばダムに河川】…！流慮の貯留が行なわ  

れており負ならばi更にダムの貯留分を放流していること  

を示す。以下5ヶ年の平均服巨3）を中心にして利Rl  

率の特徴をみる。  

＝かんがい期に喉水準が】00％を越える時期がある。  

計算の対象とした5ヶ隼のうち昭和51年を除しゝていず  

れも椒水準が100％を遇える時期がある。もっともl昭利  

51句ミでもSダニトに100％近い檎透ホすことがあった。  

増水率が100％を．越すか100％近く葱か時期は矢作川  

（ユ捌く慮吏） 一（貯留変化蕊）  
（河川利用率）ニ  

桐馴打線鋸 ’楢川打瀧威）  

り附く威）十（貯留  

（河川鉦嵐凱  

（i2十i。1－ij）＋（』q．＋』q。）  
…（3）  

＝了卜丘＋㍉）十（』〔11＋』〔l3）十0ヰ   

この式の各項に半句基計の依を入れ針摘峯し隼雄附こついて  

ぴ）河川利用率の変化をみてみる併期間を半句にとりたの  

はi〕々計算で行うと繁雑にをるためでありそれを避けた  

1   2  3   ん  5  6  7  8   9  10  11  ！2  

図小一3＋矢作川明治祓萬工地．・さ．岬）河川裾1∃率と陣秤j駁（昭和49年～昭利53年5ヶ年平均）   
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2  3   ん  5   6  7   8   9  】0  ！l 】2  り  

lヌト・5 うび神叩膵漸層ユ池魚抑柳眉附附則】銅i】50年）   
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槻洲イ；三片作川嘲摘i督▲」二地点の抑IE利梢率（l附帽1年）   
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閉脚8 矢作川晰≠蘭留工触笠の河川利用率呈（昭和53年）  

水系のかんがい期で代カキ・Ⅰヨ璽柏期と巾ニ】二し後の採水期  

の両時期県一－∵放しているひ  

i毒〉 冬期の平均した鞭水準は20～30％でありか意り安  

定している。  

冬期の楷水は畑地かんがいと緋市川水であり圧水需要  

の多い水捌かんがいがぬけている。邦1地かんがい・零封ト1了  

用水は塀水j漁は…〝一義しているが河川鉦胤適に日々年膏須  

軌があるので取水率Åそれにつれて変動する。しかし夏  

季に・便ペると冬季の河州き瀾凝はかをり安産している持  

さらに＝々・年々の変動も∫一之均すれば平滑北凍れてi窯卜3  

にみるような20～30％といった指標的を依～こ収赦する。  

現在畑地かんがい∴酢市棚水は計画取水放鳥下町堰水状  

態であるが，計画全盛J操水となれば冬季のj拝承率が上界  

することほいうまでもをい。  

1椚 句叛100％を越える淑水準の出現が頻発し河川利  

用率の依も上界している。  

褒－3にホされるように河川利J‡11率は年々上界する傾  

向にあるひ この第一一の嬰撲＝ま当然の串なが引鞄雨腰であ  

る。袈一4（α）が各科獅一頭j汲．㈲がその川ヶ年平均降雨凝に  

対する比を示している。近隼夏季の降庸腰が10ヶ年平均  

値よりも低いことが分かる。すなわちこれは分母の河川  

l翫寵騒が少くなることであり当然取水率が上界する。   

山方，分子の塀水ま箆について明治用水地‡真についてみ  

たのが閲－9である。昭和48・49年噴から取水蕊増加が  

認められる。この増加の原図は川柳水改良事案・圃場整  

備覇業によって必婁水魔が増加したことと旧来の摘水の  

反櫻利用系統が切断されたこと～ニある。用水節減のため  

指度反復利用を行おうとしても農業用水受孟産地内の締市  

東山3 年間貯留教化放と抑1伸聞準  

●  

年閉経塀水魔  

扉）  

3，175×108  

4，725〉くク  

4，880×〃  

5，158×〃  

年間田儀懐肌邁た 巨貯留を考慮しない  隼閲績沌！流展  

Illゞl  

貯留を考慮した  
利用率（％）   

昭利 年  
率  

（％）  
＝叩羽  

1，649×109  

1，575×〃  

1，936×ケ  

1，343×ク  

2, 200 X 101 
椚－3、000×106  

脚6，000×1が   

5，800×106  

仙4、810×107  

19．26  

30．00  

25．21  

38．42  

5（1．62  

49  

50  

51  

52  

53  ⊥  ク                                                                    、    、、∴：：・  至1，096×  

どょ′i三〉貯留変すとき斎をほ他のダムさ二腋ペて2す…ダ∴番いウモ作ダムだけについて求めた。、  
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化は綴米用水の水餅悪化をもたらし再利用不可能となって  
＊  

いる。つまり取水率の分子が懸案に増大し取水率そのも  

のを上げていることが分かる。枝下用水地区でもこれは  

同様である。  

iv）ダム貯留の時期は年に3恒】生じている。  

年醜からみてゆくと3月中旬から4神や旬にかけて水  

田かんがいj捌こ向けての貯水が開始される。  

次に6月ゆ旬から7月」二旬にかけての梅雨期でも貯水  

が行なわれている。降雨j汲が飽濱であることに対しこの  

時期は代カキ・関植が終り水稲の抑紬戊脅撞＝こ当り，水  

冒ヨ用水の霧嬰は代カキ・閏楠期に腋ペて少をい。  

敢後に9月から11月中旬の台風・秋爾期圭かけては小  

刻みに貯水が浮】られている。水母用水の大日需要が終り  

冬季渇水への備えがなされだす。なお年来・年始にかけ  

て降雨兇が少いにもかかわらず貯水ができているのはエ  

域群の休暇のため矢作川の発電ダムによる発電凝が少く  

てすむからである。   

ここで貯留率が平均的に20％～30％を頭打ちとしてい  

るのは注‡ヨすべきところではなかろうか。   

∨）ダム放流も貯留の閲をぬって年3同の時期に行な  

われている。  

貯留率がマイナスということばダム放流が行なわれて  

いることである。ダム貯水期の榊に丁度はさまって放流  

も同じく寧3桓便じている。  

12声｝から3月中旬にかけての放流闇翼瀾が主体である。  

冬季渇水のため河川鉦嵐盛以土の溌遜が使何等されている。  

5月中旬から6月中旬にかけての放流は発電で利川され  

た授で下流水田池澤の代カキ・粗相の用水を補給するこ  

とになる。すなわちダム放流は大霜水時の予備放流や自  

然満水時のダム天城越流以外は発電汲水管を通じてなさ  

れる。従って発電に利鞘した後の流水を下流で瀾水とし  

て顆水するのでこの時期の放流は凍に発篭のため，虚業  

用水・都市用水のためといった単山目的の放流ではをい。   

7月下旬から8月にかけての水団中辛し期∴†こ天期の  

放流についても同じことがいえる。しかし年度によって  

興るとはいえ，ニの時灘の塀水軍は平均的にみる限りで  

は100％以下である。これは全増水恩が河川鉦敵放で充  

分見りていることでありl当流に加‡わる放流はぎ蓬電をヨ三と  

したものと考えられる。従って利用率は40～60％で下流  

への流下畿があることになる。もっとも平年に較ペて降  

嚢－4 年別降雨状況一覧（安城）  

（α）かんがい期とその前後の降雨魔椚  

隼 i壬i卜4茎5～8  

昭和45  317  701  401  1，419   

ケ 46  216   1，044  469  1．729   

ク 47  513   1，012  512  2．047   

ケ 48   343  351  446  1．140   

ク 49  384   1，093  439  1．916   

ケ 50   296  672  417  1、385   

ク 51  337  802  610  1，749   

ク 52   404  459  396  1，259   

ケ 53   204  521  165   890   

＊   369  1，335   

＊54年は安城測候所途中廃止のためI称哨降雨で代用  

（わ）10ケ年平均低に対する比率  

ぎ妻三 月  1■－4  5～8      昭寸＝49  1．13  1．5l  1．04  1．29  ウ 50  0．87  0．93  0．99  0．93  ケ 51  0．99  1．11  1．44  1．18  〃 52  1．19  0．63  0．94  0．85  ク 53  0．60  0．72  0．39  0．60   
軍
閥
顆
水
駿
 
 

昭和45年  50年  年度  

図山9 明治用水の年間綾瀬氷袋変化  

（資料：明治灘水土地改良区灘水記録）  
机掴」兼：戯薬用水需洛構造の変化と土地敷浪ぼの対  

応，鹿」こ認Vo‡．47，N仇10，PP，25】34，1979一   
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月～1片）よりも夏季（6月～9月）に肇職制祀㌦クが  
＊＊  

発生するようになった。今【ヨの登琵力遷移菜はペ…ス需紫を  

火力発機で吸付＼冒イのピ…ク需鮮を水力タ合憲経で綱節し  

ている。季節的をピークの綱節には凝瀾浦で火力・水力  

共にフル運矩㍑，送篭而では魔力の㌫域灘悩が行なわれる。   

すなわち水力発磯鳥登頂圧フ町掛転が忽きれ登牒の鹿  

＊＊＊ 業梢水，特需漣‡〕川抽磯磯期と一致することとなった。  

利水からみれば季節分布形としては好悪しいことである。  

冬期の塀水攣昭雄粧捏、ミでは平均的に20～30％で安産して  

いるが∴残余の自流灘が夏苧に向けてダム貯水に桓1され  

ている訳ではない。貯留率の変化から分かるように発閻  

放流が櫛痺なされており冬季の河川抑†i率は低く，時に  

は負の釦こなりている。   

但し冬灘相律i流羞とをむだなく貯水することはダム黎凝  

q限りがあるので不可能であるゎ 欠作川ではかんがい期  

に向けての相場闇例年3甘下旬から4月J油汗かけての  

降雨滝頭を溜めこんでいる。それまでのダム操作は孝郎琵  

を室棒としてなされているむ  

網袋が少なく河川の鉦龍のみでは埴水魔が発足できなか  

った昭利50年・52年・53年ではこの放流は‡妬㈲頑首ヱ灘  

点までで全廃驚取水されているゎ   

〉i）河川利用率は年間でみた場合貯留変化ま葺吏を考慮し  

てもしなくてもあまり変わらないぐ、  

前出の豪－ 3じ矧軋降級教化巌を考慮せず計算した河川  

抑＝率と考慮したものを職せた。祁J総j汽水′抒とと糾才貯  

留変胱遁旺わ一…ダ…がき繁り貯賢才変化j掌とが棚J率に宵′ジーす  

る率は少い0年間椙留変化数が正念らば当然新堀楼牒溌  

した利用率ほしない利鞘率よりも商くをる。句用綱引欝変  
化畳が角ならば逆である。またこの隼瀾椙磯変化脱が隼  

聞益湖付根駄より婆1～3オ仙ダ…低いことは貯留機雛が  

ト隼をサイクルとしてしか働か窺いことでもある   

お…3はわずか5ヶ年のものであるが抑†j率の債は込、  

なり変化している。iヨ流ま法・増水脱が年々変動するから  

である¢河川利用率を利水状況の指博美すか掛合，放水  

・平水・渇水といった流況によって異ること，発機判ヰ  

を含んでいをいことに注意が要る。   

Ⅳ．河川利用率の問題点   

1．河川利鞘攣は河川1須寵厳に対する取水遜・貯儲変化   

兇の比であるので絶対騰がでてこない。すなわち夏季   

では率ほ′j、さくとむ流腰が大きく，冬季ではその逆で   

率が大きくても流儀が少い傾向となる¢ つまり取水・   

貯水の変動は兇易いが，鬼的な取扱いは別に考えられ   

ねばならない。  

2仁貯留率は基準増水地点で明河川鉦私騰に対する一むの   

である。罷－ノブてダム流城外（タ莱流域）かちのi嘉乙津－は‡…‡   

流災には拗け戌が貯水はで牒蓋いことを前提とした計   

実くである。   

つま㌢貯盈率が正，すをわち柑鮎鋸鋸鋸ダムに貯   

水する翔f？に旧暦f刺ま決して100％にをらないことを  
＊＊＊＊   

凄味している、あくまでもj羞覧準」保水地点に流ドしてく   

るペき河川‡‡ま流…若たのうちfi】J％をと流で貯水したかとい   

う指櫻で虜るっ暗唱摘が負で例えば」00％と怒ると基   

準i保水地′r畏に凍ドしてくかぺき河川自流瀾と同数の放  

4．河川利用率からみた矢作川の利水   

冬撃と疫学では当禦ミのことながらj鋤く率に大きな差が  

ある。陣に夏挙では代カキ・酬漬川は中干し綾の2桓＝ニ  

河川鉦龍腰漆明治頭首工池魚までで全数増水し不慮骨せ  

ダム祁給に鰻る時期がある。  

テ′笑ってこの時期には芸】jほ首頸iてぎこにかち下浣へ押流下腿は  

怠く怠る。流下脱が成るとすれば明治頭首二に地′【さえまでの  

全昭水j逢を越えるダムからの補給放流がなされた場合で  

ある。これとても平水・璽注水準やそれらも含めて数年平  

均した場合であって渇水年には鰍紘のかり捌くが行われ  

ド流への溌1ごま経は川音ギできをいであろう≡   

ニこで閑適になるのが発竃放流せ戯潤滑水増水の時期  

の関係である。増水の患いときに放灘が行なわれると河  

川水は宛磯甘み招昭眼凍瑚細則批か適しをいことに意乱  

その一渇力で虜戊がわが闇の番翠魔力ほ昭和現川り針以降  

冷デ劉幾菜三幸の著しい灘及により全図的にそわまでの冬季（12  

＊嘲≠蘭7桑‘」ニ下流地ぎ戎への農芸隻用水は失す神ほ意令農業水  

利那業の潮牒緩㌦こ貼擢的に明治幼首※左停職座で髄Ⅷ輔  

窪l川量水1，′131†】量，火脚川肛如．5ポムがj蓋らズ1る。  

＊＊璽ヨ＊電気協会‡）ぁなた♂）知りかユニと＿J1979版，  

pp．46州4臥 昭和54年．  

＊＊＊フル運はを行いながらも磁力射粟l蕎巨ぐの音別賄ま基本  

的に圭】々のピ∴…ク嵩￥要の訓j節であるひ過去う郎迂による放  

流のil変動が阻乳†J水のj保水ミニ悪5譲き関をh′j▲えていたこと  

がある¢ 憂1変動を平均化してj朋矢波を行う逆紳宝窪地が発  

竃ダふの下流じ乳肘糾iることによって串機は好転した   
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君（規滋賀鼎土山町投機），昭利55年度卒業の中酉昭弘署  

（現戯水省構造改番局）の御協力を得ました拾う劉滋カに  

感謝申し上げます。   

かた「財団法人 トヨタ財凱 からは研究助成金によ  

る援助を噴きました。厚く御礼ゆし上げます。  

流がダムから行なわれていることであるり その結果巷   

準増水地点でのi耶11流駄は自流5簸の倍に増強されるゥ  

3．河川利鞘率を年平均でみると水利施磯が不変であっ   

ても渇水・平水・豊水といった盲庶況でその儀は大きく   

変化する。例えば昭和51年では25％，l榊i153年では46   

％と倍掛澗きがある。率ほ（分子）ハ分母）であるグ）   

で分瑠が減れば自ずと率闇イ昇する。“河川利用率を   

上げる”ということは何とはなし分母が一…一定で分了・を   

増やす憩味で使われているのではなかろうか。分子・が   

増大したところで分母が減れば利用率ほ100％を越え   

ることになる。これは現実には不可能査ので分子を減   

らさねばならをい。   

利水斜面としてはき箪常渇水時にこの分予，すなわち   

各様利水の塀水盛とを減らす制度の碓立と施言受の手当が   

蓋嬰である。  
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本小論をとりまとめるにあたり，愛知賂岡崎農地関与吉  

事務所，建設省中部地方建設局河川部，間欠作ダム管理   

所，中部魔力時瀬制御所，明治用水土地改良】墓，枝下用  

水土地改良l夏から多くの資料提供と脚数示を頂きました。  

則外の整軋 検紺には本学昭和54年度革業の薔村忠博  

＊＊＊＊貯留機能のあるダムが増水基準一鮎ことられると貯  

璧潮は紳ト100％になり子吾妻る5  

増水基準点IJ】流i一隻をダム流域からの郎充ぷ吏Ⅰ．，残流域  

からのf∫i流通㍉の潮としダムの貯留変化羞吏を』（1とすわ  

ば．  

∠旬  
（堆水基準点での貯儲灘）Ⅰ－一トユ2  

（ダム地点での貯留率）  』（i  

しニ  

1十1」山  
（残流域蘭榔  
（ダム流域面瑛）   

矢作川の榔ヂ；豆『豆“招▲〕二地点（カ空合）での流域摘i矧j二1004  

．臥¶ず，矢作ダムの流域而横が504kllぎである。従って地点  

聞の貯授けとは1／2と大きい。  

鞘水操fう三としては域流域からの胤jlのj揆扱いも脆掛こ  

なってくる。その意味では施言貸的に大きな怖離jさ青沼をも  

つ頭首工は利水掬作にバッファ…くとして役立つかもしれ  

1い  

Starnnaary 

「me utilizaLion rate of a streamrlowis，generaIly，definedbydividinきざtlleannualintalくe  
rate amou11t Of a river byits a－1ntlalout flow．T‡1is ratio gives dle arl】1ualaverage  
utilizaLまon oぎa streamfIow．  

Recently，rive工・S 壬1aVeiarge dams fol・il・I・igation，industry city，flood cont工、01and  
generation of electric powef、．Streamflowis sl二0エ、edin daIⅥSi】〃lt‡1elVet SeaSOlノIand  
released行om damsi11tlle dry seasol′l．Thus，a StreamflowisI、af・iy equala natural  
flow．  

Tlっis paper seelくS tO eXPlai†1t†1e SeaSO11alflljCLuatioIlOrとlle ut主】izatio11r乱tio or a  

Streamflow．Utilization ratiois redefi11ed as fo】lowsirlt‡lis paper：  

（The utilizationl、atio of a．streamrlow）㍊  
（daily amounとOfintake raとe）  （daily storage）  

（daily n払Luralrlo＼Ⅴ）  （daiまy n乱turalflolv）  

よ（intalくe ratio）  肋ト（storagel、atio）  

We can gain tlle amOu‡1t Of rlaturalrlow rrom thelVater balance of a rivel－．  
Illtalくe rate and storage al、e reCO‡・（ie（1by the bam managemerlt Orfices．  

Five days’aveI、a酢utilizatiorlratio of Yalla眉iriver，inÅiclliPref．，is calculated  
andi11us血ted by ttlis definitio！1．T主1e17，tile rate Or11aturalsもreamflowisrlOt e110ugll  
to ri＝ tlle amOu11t Or Water－demandin st】mmel・．   




